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私
た
ち
の
通
う
多
那
中
学
校
は
、

全
校
生
徒
24
人
と
い
う
、
少
人
数
の

学
校
で
す
。
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
の
学
年
間
の
交
流
が
多
い
こ
と
も

特
徴
の
一
つ
で
す
。
だ
か
ら
、
多
那

中
生
は
、
生
徒
全
員
が
と
て
も
仲
良

し
で
す
。

こ
こ
で
、
学
校
行
事
や
生
徒
会
活

動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
私
た
ち

は
、
多
那
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
壊

さ
な
い
た
め
に
、
２
カ
月
に
１
回
、

通
学
路
の
ご
み
拾
い
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
も
う
20
年
近
く
続
い
て
い

る
活
動
で
す
が
、
そ
の
成
果
が
認
め

ら
れ
、
昨
年
度
、
環
境
美
化
教
育
優

良
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
よ
き
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
は
、
多
那
小
中
学
校
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
八
木
節
、

「
ぼ
く
ら
の
八

木
節
」
で
す
。

八
木
節
の
旋
律

に
合
わ
せ
て
、

た
く
さ
ん
の
多

那
地
域
の
様
子

を
取
り
入
れ
た
歌
詞
を
、
自
分
た
ち

で
作
詞
し
ま
し
た
。こ
の
八
木
節
を
、

運
動
会
や
お
盆
祭
り
で
地
域
の
人
に

披
露
し
て
い
ま
す
。
小
中
学
生
が
一

丸
と
な
っ
て
歌
い
踊
る
八
木
節
は
、

と
て
も
迫
力
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
も

の
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
に
八
木
節

を
教
え
て
く
だ
さ
る
の
は
、
八
木
節

保
存
会
を
中
心
と
し
た
地
域
の
皆
さ

ん
で
す
。こ
の
八
木
節
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
は
日
頃
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん

に
多
く
の
面
で
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、

地
域
の
お
年
寄

り
と
の
交
歓
会

や
、
学
校
林

「
朝
霧
の
森
」で

の
キ
ノ
コ
の
栽

培
活
動
な
ど
、

多
那
中
学
校
な
ら
で
は
の
行
事
や
活

動
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
那
中
学
校
は
人

数
は
少
な
い
で
す
が
、
地
域
の
人
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
み
ん
な
仲
良
く
学

校
生
活
を
送
る
、
と
て
も
良
い
学
校

で
す
。
私
た
ち
は
、
多
那
中
生
で
と

て
も
よ
か
っ
た
な
と
思
う
と
と
も
に

よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

さ
ら
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

(

生
徒
会
長
　
藤
井
里
世)

わ
た
し
た
ち
の

多
那
中
学
校

３ページ下段補足

東日本大震災からの復興を図る基本理念に基づいて、本市と県が実施する防災対策や減災施策に要する財源を確保す

るため、平成26年度から平成35年度までの10年間、個人の市民税と県民税の各均等割額が500円ずつ上乗せされます。

このことによって平成25年度の均等割額と比較して1,000円の上乗せとなります。

また、この他に平成26年度から平成30年度までの５年間、県内の森林における

環境整備や保全を目的とした施策に要する財源を確保するため｢ぐんま緑の県民税｣

として、個人の県民税均等割額が700円上乗せされます。

これにより個人の市県民税均等割額は、現在の均等割額(平成25年度)と防災対策

や減災施策に要するための均等割額上乗せ分、ぐんま緑の県民税上乗せ分の合計額

となり、下表のとおりとなります。

県では大切な森林を守り育て、次世代に引き継いでいくために、県民税均等割の超過課税として｢ぐんま

緑の県民税｣を４月から導入します。

以下の内容を予定しています。

▼奥山などの生産条件が不利な森林を整

備する｢水源地域等の森林整備｣

▼森林の大切さなどへの理解促進を図る

｢ボランティア活動・森林環境教育の推

進｣

▼里山、竹林、平地林整備などきめ細か

な取り組みを行う｢市町村提案型事業等｣

個人の市県民税均等割額

税収の使い道 税の仕組み

○税の使い道や森林保全について

県林政課1０２７(２２６)３２１１

○税の仕組みについて

県税務課1０２７(２２６)２１９６

問い合わせ

春分の日、恒例！ 第16回ぬまた駅伝大会の参加者を募集します
学校やクラブ、地域サークルや会社など気の合う仲間とチームを組み、たすきをつないでみませんか。当日、沼田公園

内は選手の通過に合わせて、交通規制を実施します。皆さんのご協力をお願いします。

とき ３月21日(金)午前９時開会

沼田公園(１周1.8㎞)コース

チーム編制 監督１人、選手５人、補員２人以下
※監督は兼務できるが成人でなければならない
種別
■Ａ部門 ９㎞(１～５区、各１周)
小学生男子・女子、中学生女子、一般女子、一般
■Ｂ部門 12.6㎞(１・５区は各２周、２～４区は各１周)
中学生男子、一般　
参加資格 小中学生の部は利根沼田在住、または在学者。一
般の部は県内在住、または在勤者
申し込み ２月28日(金)までに所定の用紙で市民体育館、ま
たは白沢町・利根町教育支所へ
※小中学生は承諾書を添えること
問い合わせ ＮＰＯ法人沼田市体育協会(市民体育館内)1○24
９４４４へ 区分

現在の均等割額
（平成25年度）

3,000円

500円

3,500円

1,000円

500円

700円

2,200円

4,000円

1,000円

700円

5,700円

－

防災対策や減災施策に要するための均等割額上乗せ分
（平成26年度～平成35年度）

ぐんま緑の県民税
（平成26年度～平成30年度）

均等割額の合計

市民税均等割額 県民税均等割額 合計

個人区分

納税対象

県内に住所、事務所、
家屋敷などを持っている人 県内に事務所、事業所、

寮などを持っている法人

市町村民税と併せて
市町村に納税

従来の申告書により
直接県に申告納付

４月１日以降に終了する
事業年度分から

平成26年度課税から
※平成25年の所得分

約６億6,000万円
※平年の県民税収入より試算

約１億6,000万円
※平年の県民税収入より試算

※前年の所得金額が基準を下回るな
ど一定条件を満たす人は非課税

資本金などの額により
年間1,400円～56,000円
※県民税均等割の税額の７％相当額

年間の
納税額(率)

700 円

納税方法

導入時期

税収
見込み額

課税期間 平成26年度～平成30年度

法人

問い合わせ 税務課市民税係1内線３１４５、県税務課1０２７(２２６)２１９６


